
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          12 月４日（月）、辰川鳴鹿コミュニ 

ティセンター長さんにお世話いただ 

き、6 年生の「そば打ち体験教室」を 

開催しました。例年ご指導いただいて 

いる永谷彰啓先生に、各工程のポイン 

トを簡潔に教えていただいた後、作業 

に入りました。体験したことがある子

もいて、水まわし、こね、延ばしなどの工程をとても手際よくこなしていました。自分で打っ

たそばは、その味わいもきっと格別だったことでしょう。 

 

 

 12 月８日（金）、1 年生が、来年度入学予定の幼保園児と交流しました。この日は、鳴鹿幼

保園から入学予定の 4 名が来てくれました。この日のために、1 年生はドングリや松かさを使

ってやじろべえやけん玉を作りました。また、マラカスや缶ドラム、迷路や的入れ（これらも

手作りです）のゲームコーナーで園児を楽しませました。 

園児の「楽しかった」の声に、1 年生は大満足の様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 5 日（火）、３・4 年生を対象に、人権教室が開かれました。坂井市人権擁護委員会の

方々が、人権について詳しく説明してくださり、自分のまわりの人を大切にすることが、世界

中の人の人権を守ることに繋がるというお話をしてくださいました。マスコットも登場し、子

どもたちは楽しみながら人権について学びました。 

人権委員会から、全校児童にスティックのり、３・４年生にはキーホルダーのプレゼントも

ありました。 

 

 

 

 

 

第１３号 令和５年１２月１８日（月） 



 

 

1948 年 12 月 10 日、国連総会で世界人権宣言が採択され、12 月 10 日を世界人権デー

と定めました。そして、その前 1 週間（１２/4～12/10）を人権週間としています。 

世界人権宣言は全 30 条。教育、雇用、公正な賃金、投票権、ヘルスケア、表現の自由、ジ

ェンダー、人種差別など、さまざまな人権を包括しています。 

11 月 30 日の学校集会で、子どもたちに人権について話しました。 

 

12 月 4 日から 10 日までは、人権週間です。皆さんは、人権という言葉を聞いたこと

がありますか。「人権」とは、「人間」という漢字の「人」と「権利」という漢字の「権」を書

きます。権利とは、簡単にいうと「してもいいこと」「やっていいこと」のことです。その２つの

漢字を組み合わせて「人権」と書きます。 

では、「人権」とは何か。これも簡単に言うと、「だれもが自分らしく、幸せに生きていく権

利」のことです。これは誰もがもっている権利です。そして、他の人からその権利を取り上げ

られたり、邪魔されたりすることがあってはならないものです。 

学校や学級には、いろいろな人がいます。好きなことや考えていること、大切にしている

こと、夢など、みんなそれぞれ違います。体の大きい人、走るのが速い人、力が強い人、手

先の器用な人、遊びが得意な人など様々です。そういういろいろな人が集まって、みんなが

良くなっていけるように、協力して生活をするところが学校や学級ですね。 

ところが、人はどうしても自分のものの考え方や感じ方を基準にして、物事を見たり考え

たりしてしまいますから、自分中心で自分のことだけを考えてしまうことがあります。世の中

では、そういう心が元で、けんかやいじめ、対立、戦争などの問題が起きています。もし学

校や学級に、「自分さえよければいい」「自分の人権さえよければ、周りの人や他の人の

人権はどうなってもいい」という、自分のことしか考えない人が多かったらどうでしょう？き

っと、学校に来るのが楽しくなくなってしまいますね。ましてや、国と国が争う、戦争になって

しまうと、命の危険にさらされてしまいます。 

学校でも世の中でも、自分とは好きなことが違ったり、考え方が違ったりして、自分とう

まく合わない人がいるかもしれません。でも、自分と違うということで、相手が幸せに生きて

いけないようにすることは許されません。 

ですから、周りの人たちのよいところに目を向け、お互いに認め合うことを大切にしてく

ださい。私は「自分さえよければ、相手はどうでもよい」などという考えを絶対にもたない人

になってほしいと、鳴鹿小学校の皆さんだけでなく、世界中全ての人がなってほしいと強く

願っています。 

そのために、まず、皆さんにできることは、「いじめをしない、させない、許さない」ことで

す。自分はいじめているつもりはない、と言っても、相手をそういう気持ちにさせてしまってい

れば、それはいじめているのと同じです。そんなことが絶対に無いよう、「相手や周りの人が

どう思っているか、考えられる人」になってください。そういう輪が、学校中、日本中、世界

中に広がっていくことを期待しています。そして、今だけではなく、この先の人生で、何歳に

なっても、大人になっても、ずっとその気持ちをもち続けてください。 

これが、今日皆さんに一番伝えたい「人権」の話です。早速今から、心がけましょう。そし

て、鳴鹿小学校を幸せな学校にしていきましょう。（抜粋） 


